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か
つ
て
「
知
者
は
水
を
楽
し
み
、
仁
者
は
山
を
楽
し
む
。
知
者
は
動
、
仁
者

は
静
な
り
。
知
者
は
楽
し
み
、
仁
者
は
寿
な
が
し
。」（『
論
語
』
雍
也
篇
）
と

い
わ
れ
、
六
朝
劉
宋
の
宗
炳
（
三
七
五
〜
四
四
三
）
が
山
水
を
画
い
て
楽
し
む

と
明
言
し
て
約
千
二
百
年
、
そ
の
間
、
文
化
は
成
熟
し
、
画
は
枯
淡
を
も
得
て
、

ま
た
あ
ら
た
な
展
開
を
見
せ
始
め
た
明
末
の
時
代
、
様
々
な
山
水
画
が
作
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
時
代
の
現
存
作
例
の
う
ち
、
重
要
な
作
品
の
ひ
と
つ
が
、
藍
瑛

が
四
十
五
歳
（
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
））
の
と
き
に
作
っ
た
「

目
喬
松
図
」

【
図
１
】（
絹
本
著
色
立
軸
、
縦
二
〇
五
・
〇
㎝
横
九
五
・
五
㎝（

１
）、

橋
本
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
。
以
下
、
本
図
と
称
す
。）
で
あ
る
。
作
品
名
は
図
上
の
「

目
喬
松
」

と
い
う
題
に
よ
る
。「

」
は
「
天
」
の
古
字
で
あ
り
、「

目
」
で
、
浙
江
省

杭
州
の
ほ
ぼ
西
方
約
六
〇
〜
七
〇
㎞
に
あ
る
天
目
山
を
指
す
【
図
２
】。
題
の

通
り
、
本
図
に
は
、
高
く
聳
え
立
つ
深
山
に
喬
松
が
配
さ
れ
る
。
松
も
君
子
や

長
寿
を
象
徴
す
る
が
、
山
中
に
は
静
か
に
対
座
す
る
二
人
の
高
士
も
画
か
れ
、

古
来
、
中
国
で
理
想
と
さ
れ
て
き
た
境
地
が
表
さ
れ
て
い
る
。

　

本
論
考
で
は
、
最
初
に
本
図
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
と
藍
瑛
の
伝
記
の
確

認
を
行
い
、
つ
い
で
、
題
賛
の
分
析
を
し
て
か
ら
、
何
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ

て
い
る
か
検
討
し
、
本
図
の
造
形
的
特
徴
に
つ
い
て
新
た
な
提
示
を
試
み
た
い
。

一　

本
図
に
関
す
る
研
究
史

　

本
図
に
関
す
る
主
な
文
献
や
著
録
を
発
刊
年
代
順
に
列
挙
し
て
研
究
史
を
確

認
す
る
。

①
桑
名
鐵
城
『
九
華
印
室
鑑
藏
畫
録
』
一
九
二
〇
年
。
西
園
寺
公
望
、
富
岡
鉄

斎
に
よ
る
題
、
内
藤
湖
南
、
長
尾
雨
山
の
序
、
桑
名
鐵
城
の
跋
あ
り
。

　

篆
刻
家
の
桑
名
鉄
城
（
一
八
六
四
〜
一
九
三
八
）
氏
が
当
時
所
蔵
し
て
い
た

明
清
絵
画
八
五
点
が
玻
瓈
版
（
コ
ロ
タ
イ
プ
）
印
刷
で
、
モ
ノ
ク
ロ
で
は
あ
る

が
鮮
明
か
つ
大
き
な
図
版
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
第
三
六
図
が
本

図
で
あ
る
。
こ
の
出
版
に
よ
っ
て
初
め
て
本
図
が
広
く
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
桑
名
氏
以
前
の
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
書
跋
に
、
明

治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
の
初
渡
清
時
に
数
十
幅
、
数
年
後
の
再
游
時
に
数
十

幅
に
下
ら
ぬ
名
画
を
購
入
、
そ
の
後
も
百
方
を
捜
索
し
数
幅
を
獲
た
と
あ
る
の

で
、
中
国
で
入
手
し
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
戦
後
、
橋
本
末
吉
氏
が
収
蔵
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
現
在
も
本
図
を
収
め
る
箱
の
蓋
表
に
「
銕
城
藏
記
」
と
焼

き
印
が
あ
る
。

藍
瑛
「

目
喬
松
図
」
に
つ
い
て

│
題
賛
と
内
容
お
よ
び
表
現
形
式
の
分
析

│

西
　
　
尾
　
　
　
　
　
歩
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②
郭
味
渠
編
『
宋
元
明
清
書
画
家
年
表
』
中
国
古
典
藝
術
出
版
社
、
一
九
五
八

年
。

　

一
六
二
九
年
の
条
項
に
『
九
華
印
室
鑑
藏
畫
録
』
を
典
拠
と
し
て
「
藍
瑛
（
田

叔
）
作

目
喬
松
圖
」
と
記
さ
れ
る
。
本
図
を
中
国
絵
画
史
の
大
き
な
流
れ
に

組
み
込
む
初
期
の
成
果
と
み
な
せ
る
。

③
橋
本
末
吉『
橋
本
収
藏　

明
清
畫
目
録
』角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
、
図
四
七
。

　

戦
後
、
橋
本
氏
が
収
蔵
し
た
明
清
絵
画
の
代
表
作
を
図
版
と
と
も
に
紹
介
す

る
。
本
図
も
掲
載
さ
れ
る
。

④
鈴
木
敬
編
『
水
墨
美
術
大
系　

第
二
巻　

李
唐
・
馬
遠
・
夏
珪
』
講
談
社
、

一
九
七
四
年
、
図
二
七
、
一
六
〇
│
一
六
一
頁
。

　

当
該
テ
ー
マ
に
従
っ
て
、
主
に
杭
州
を
中
心
と
し
て
盛
ん
で
あ
っ
た
画
風
の

展
開
を
宋
か
ら
明
時
代
の
作
品
を
扱
っ
て
説
明
す
る
。
そ
の
う
ち
六
点
の
藍
瑛

作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
図
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解

説
は
藍
瑛
の
伝
記
や
評
価
を
検
討
し
、
多
く
の
贋
作
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
本

図
に
関
し
て
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
「
嵩
山
高
図（

２
）」【

図
３
】
と
の
形
式
の

近
似
を
指
摘
し
た
う
え
で
両
者
を「
壮
年
時
を
代
表
す
る
優
品
」と
位
置
付
け
、

表
現
形
式
に
つ
い
て
も
藍
瑛
画
風
へ
の
言
及
と
と
も
に
適
確
な
把
握
を
行
う
。

⑤
顔
娟
英
『
藍
瑛
與
仿
古
絵
画
』
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
〇
年
。

　

藍
瑛
の
伝
記
に
つ
い
て
の
考
察
が
詳
し
い
。
本
図
に
関
し
て
は
、
文
献
②
か

ら
の
引
用
を
作
品
年
表
中
で
行
う
の
み
で
あ
る
。

⑥
鈴
木
敬
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録　

第
４
巻　

日
本
篇
２
』
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八
三
年
、
Ｊ
Ｐ
３
０
│
２
５
。

⑦
『
特
別
展　

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

中
国
の
絵
画　

│
明
・
清
・
近
代
│
』

図
１　
「

天
目
喬
松
図
」

図２　 明代杭州天目山周辺地図（方眼一
辺＝約100km、『中国歴史地図集　
第７冊　元・明時期』地図出版社、
1982、p.68より）

図
３　
「
嵩
山
高
図
」
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渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
、
一
九
八
四
年
、
図
四
八
。

　

松
濤
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
の
図
録
（
文
献
⑨
⑪
も
同
様
）
で
あ
る
。

古
原
宏
伸
氏
の
「
南
山
の
壽
の
如
く
、
欠
け
ず
崩
れ
ず
」
論
考
中
、
八
│
九
頁

に
本
図
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

⑧
『
開
館
記
念
展
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
特
別
出
品　

東
西
の
風
景
画
』

静
岡
県
立
美
術
館
、
一
九
八
六
年
、
図
八
八
、
山
下
善
也
「

目
喬
松
図
」
解

説
。

⑨
『
特
別
展　

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

中
国
の
絵
画
│
明
末
清
初
│
』
渋
谷
区

立
松
濤
美
術
館
、
一
九
九
一
年
、
図
三
八
。
味
岡
義
人
「
藍
瑛
」
略
伝
、
一
五

一
│
一
五
二
頁
。

⑩
鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史　

下
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
三
三
八
│
三

四
六
頁
、
お
よ
び
図
二
九
七
、
註
四
七
│
四
八
頁
。

　

藍
瑛
の
伝
記
の
検
討
や
、
本
図
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。
題
賛
に
つ
い
て
の
見

解
や
、
描
写
内
容
に
つ
い
て
の
意
見
に
対
し
て
は
、
異
議
が
あ
る
。
本
論
考
の

以
降
の
該
当
箇
所
で
適
宜
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

⑪
『
特
別
展　

中
国
絵
画
を
楽
し
む　

│
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
│
』

渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
、
一
九
九
八
年
、
図
一
八
、
吉
田
晴
紀「

目
喬
松
図
」

解
説
。
お
よ
び
、
味
岡
義
人
「
藍
瑛
」
略
伝
、
一
六
四
頁
。

⑫
西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編
八
明
』
小

学
館
、
一
九
九
九
年
、
図
九
七
、
宮
崎
法
子
「

目
喬
松
図
」
解
説
。

⑬
味
岡
義
人
・
曽
布
川
寛
編
『
橋
本
氏
収
藏　

中
國
書
畫
録
』
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
、
二
四
二
│
二
四

三
頁
。

　

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
書
画
の
網
羅
的
な
著
録
と
し
て
編
ま
れ
た
文
献
で
あ

る
。
本
図
に
関
し
て
は
、
画
上
に
記
さ
れ
た
題
賛
全
文
が
初
め
て
録
さ
れ
た
。

⑭
『
特
別
展　

崇
高
な
る
山
水　

│
中
国
・
朝
鮮
、
李
郭
系
山
水
の
系
譜
│
』

大
和
文
華
館
、
二
〇
〇
八
年
、
四
八
頁
、
塚
本
麿
充
「

目
喬
松
図
」
解
説
。

⑮
小
川
裕
充
『
臥
遊　

中
国
山
水
画
│
そ
の
世
界
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

〇
〇
八
年
、
図
九
八
、
二
八
七
頁
。

⑯
曽
布
川
寛
監
修
・
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
編
『
中
国
書
画
探

訪　

関
西
の
収
蔵
家
と
そ
の
名
品
』
二
玄
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
一
三
頁
、
味

岡
義
人
「

目
喬
松
図
」
解
説
。

⑰
大
阪
市
立
美
術
館
編
「
特
別
陳
列　

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
国
書
画
」
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
二
〇
一
二
年
、
図
三
八
。

　

前
年
か
ら
の
展
覧
会
シ
リ
ー
ズ
「
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
の
流

れ
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
際
し
て
発
行
さ
れ
た
。
小
冊
子
な
が
ら
、
橋
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
作
品
を
カ
ラ
ー
印
刷
で
提
示
し
簡
介
を
付
し
て
い
る
。
本

図
も
そ
の
う
ち
の
一
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
み
れ
ば
、
中
国
絵
画
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
中
で
、
調
査
研
究

や
公
開
に
対
し
て
積
極
的
で
あ
ら
れ
た
橋
本
氏
の
お
考
え
の
下
、
先
学
の
方
々

が
本
図
な
い
し
は
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
緯
が
よ
く
分

か
る
。
本
図
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
、
し
ば
し

ば
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
絵
画
全
集
等
に
お
い
て
も
藍
瑛
や
明
末
清
初
を
代
表

す
る
作
品
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
重
要
な
作
例
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
定
ま

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
分
か
る
。
ま
た
、
藍
瑛
を
単
に
浙
派
と
は
捉
え
ず
文

人
的
素
養
も
あ
っ
て
明
末
に
新
た
な
画
風
を
示
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
も
な
っ
て
き
た
。

　

本
研
究
も
、
現
所
蔵
者
の
橋
本
太
乙
氏
を
は
じ
め
、
文
献
⑬
制
作
作
業
の
一

部
分
、
文
献
⑯
の
研
究
会
、
文
献
⑰
の
展
覧
会
に
関
わ
ら
せ
て
頂
い
た
お
か
げ

で
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。（
本
論
考
は
⑰
の
展
覧
会
に
併
せ
て
開
催
さ
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れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
コ
レ
ク
タ
ー
橋
本
末
吉
が
拓
い
た
地
平
」
で
発
表
し
た

内
容
を
も
と
に
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。）

　

本
図
へ
の
言
及
内
容
に
関
し
て
は
、
表
現
形
式
あ
る
い
は
様
式
、
造
形
的
特

徴
に
つ
い
て
雄
弁
に
記
述
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
も
他
の
作
品
に
対
し

て
と
は
違
っ
た
意
識
、
す
な
わ
ち
、
格
段
に
優
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
評
価

が
本
図
に
向
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。
贋
作
を
含
む
他
の
作

品
群
に
対
し
た
と
き
の
感
覚
と
の
違
い
が
反
映
し
た
結
果
と
判
断
し
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
先
学
に
よ
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
の
で
、
と
り
た
て
て
新
た
な
見
解

や
評
価
を
付
与
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
研
究
の
目
的
で
は
な
い
。
本
図
に
つ
い

て
は
ま
だ
詳
細
な
作
品
論
が
な
い
の
で
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
総
合
的
に
検
討

を
加
え
る
こ
と
に
は
十
分
に
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
図
は
大
画

面
に
表
さ
れ
て
い
る
の
で
部
分
を
詳
細
に
検
討
し
筆
致
ま
で
も
確
認
す
る
こ
と

や
、
題
賛
の
分
析
に
も
意
義
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
表
現
形
式
の
分
析
を
行
う
こ

と
で
、
真
作
で
あ
る
作
品
が
内
在
さ
せ
て
い
る
造
形
の
豊
か
さ
を
示
す
こ
と
が

で
き
、
先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
本
図
と
他
の
作
品
群
と
の
相
違
を

明
確
に
す
る
た
め
の
基
礎
を
提
供
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
本
研
究
を
位
置
付

け
て
論
考
を
進
め
て
い
き
た
い
。

二　

藍
瑛
に
つ
い
て

　

藍
瑛
は
、
銭
塘
（
浙
江
省
杭
州
）
の
画
家
で
、
明
末
の
万
暦
十
三
年
（
一
五

八
五
）
に
生
ま
れ
、
清
時
代
に
入
っ
て
康
熙
三
年
（
一
六
六
四
）
頃
、
八
十
歳

を
過
ぎ
て
な
お
存
命
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
卒
年
に
つ
い
て
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
字
は
田
叔
、
号
は
蜨
叟
、
石
頭
陀
、
東
郭
老
農
な
ど

が
あ
る
。
本
図
に
は
、
号
の
ひ
と
つ
と
し
て
用
い
て
い
た
西
湖
外
民
と
記
す
。

子
の
藍
孟
、
孫
の
藍
深（

３
）、
藍
濤
も
画
を
よ
く
し
た
。
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
伝

記
に
つ
い
て
も
多
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
も
問
題
点
の
整
理
も
兼
ね
て
、

主
な
伝
記
を
み
て
お
き
た
い
。

　

伝
記
は
、
画
史
の
類
で
の
記
述
と
、『
杭
州
府
志
』
や
『
浙
江
通
志
』
な
ど

地
方
志
に
お
け
る
記
述
、『
東
城
雜
記
』
の
よ
う
な
個
人
的
な
記
録
、
と
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
画
史
類
に
つ
い
て
は『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』、『
明
画
録
』、

『
無
声
詩
史
』の
清
初
の
画
史
の
系
統
と
、『
画
史
会
要
』、『
国
朝
画
徴
録
』、『
続

桐
陰
論
画
』
の
、
明
末
に
董
其
昌
ら
が
提
唱
し
た
尚
南
貶
北
、
す
な
わ
ち
、
文

人
画
で
あ
る
南
宗
画
を
尊
重
し
、
浙
派
な
ど
職
業
画
家
に
よ
る
北
宗
画
を
下
に

み
る
価
値
観
に
依
っ
た
評
価
を
付
与
す
る
系
統
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

記
述
の
性
質
が
異
な
る
の
で
、
全
体
と
し
て
四
系
統
に
整
理
で
き
る
。

（
一
）
清
初
の
画
史
の
系
統

　
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
は
、
元
時
代
の
『
図
絵
宝
鑑
』
を
継
い
で
明
代
前
期
の

画
家
を
記
述
し
た
『
図
絵
宝
鑑
続
編
』（
編
者
韓
昂
に
よ
る
正
徳
己
卯
（
一
五

一
九
）
の
自
識
あ
り
。）
を
さ
ら
に
継
い
で
清
初
康
熙
年
間
頃
ま
で
の
画
家
を

所
収
す
る
。
こ
の
『
続
纂
』
部
分
の
撰
述
者
に
つ
い
て
は
意
見
の
混
乱
が
み
ら

れ
る
が（

４
）、
こ
こ
で
は
謝
巍
氏
の
研
究
（『
中
国
画
学
著
作
考
録
』（
上
海
書
画
出

版
社
、
一
九
九
八
）
の
「
増
広
図
絵
宝
鑑
（
一
名
図
絵
宝
鑑
続
纂
、
重
編
図
絵

宝
鑑
）
八
巻
」
の
項
）
に
従
っ
て
、『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
と
藍
瑛
に
関
係
す
る

こ
と
を
整
理
し
て
お
く
。
康
熙
三
年
（
一
六
六
四
）
武
林
伝
経
堂
刊
本
で
は
、

本
編
で
あ
る
夏
文
彦
『
図
絵
宝
鑑
』（
全
五
巻
）
に
対
し
て
、
毛
大
倫
撰
の
巻

六
（
明
代
の
画
家
伝
）、
藍
瑛
撰
の
巻
七
（
清
初
の
画
家
伝
）、
補
遺
の
巻
八
が

付
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
。
康
熙
二
十
二
年
（
一
六
八
三
）
刊
本
で
は
、
謝
彬
が
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関
わ
り
、
巻
七
と
巻
八
が
藍
瑛
と
謝
彬
の
撰
と
さ
れ
て
内
容
が
増
補
さ
れ
、
巻

末
に
補
遺
が
付
さ
れ
る
と
い
う
形
態
に
変
化
し
た
。
そ
の
後「
増
広
図
絵
宝
鑑
」

と
改
称
し
て
康
熙
四
十
年
（
一
七
〇
一
）
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
借
緑
草
堂
本
に

は
馮
仙
湜
が
関
係
し
、
康
熙
二
十
二
年
刊
本
の
巻
七
と
巻
八
が
一
つ
に
合
併
さ

れ
て
巻
七
（
画
史
叢
書
本
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
巻
二
に
相
当
）
と
さ
れ
、
巻
八

に
別
に
女
史
（
画
史
叢
書
本
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
巻
三
に
相
当
）
が
ま
と
め
ら

れ
た
。
よ
く
知
ら
れ
る
画
史
叢
書
本
『
続
纂
』
所
載
の
藍
瑛
と
謝
彬
に
つ
い
て

の
伝
記
は
、
康
熙
三
年
（
一
六
六
四
）
と
康
熙
二
十
二
年
（
一
六
八
三
）
の
刊

本
に
は
無
く
、
借
緑
草
堂
刊
本
に
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
馮
仙
湜
が
増
補
し
た
時

に
撰
述
し
て
挿
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
続
纂
』
に
は
杭
州
の
画
家
が

多
く
収
載
さ
れ
、
藍
瑛
の
流
派
も
多
く
、
藍
瑛
の
伝
記
も
他
に
比
べ
て
長
い
と

い
っ
た
事
情
は
こ
の
よ
う
な
刊
行
の
経
緯
に
よ
る
。
ま
た
一
方
で
、
清
代
前
期

に
藍
瑛
の
画
派
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

　

画
史
叢
書
本
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
巻
二
の
藍
瑛
の
伝
記
は
、

藍
瑛
。
号
（
字
の
謬
か
）
は
田
叔
、
浙
江
の
銭
塘
の
人
。
書
は
八
分
（
波

磔
が
強
調
さ
れ
た
装
飾
的
な
書
体
）
を
写
し
、
画
は
黄
子
久
（
黄
公
望
）

よ
り
入
門
し
惺
悟
す
。
晋
唐
両
宋
よ
り
精
妙
に
せ
ざ
る
な
く
、
元
人
の
諸

家
を
臨
仿
し
て
は
、
こ
と
ご
と
く
真
を
乱
す
べ
し
。
中
年
お
の
ず
か
ら
門

庭
を
立
て
、
宋
元
の
家
数（
宋
元
画
家
の
技
術
）は
、
某
人
の
皴
染
法
脈
、

某
人
の
蹊
徑
勾
点
と
、
毫
と
し
て
差
謬
せ
ず
。
今
ま
で
後
学
、
み
な
其
の

恵
に
沾
る
お
う
。
性
は
山
水
に
躭
け
り
、
閩
粤
（
今
の
福
建
、
広
東
）
荊

襄
（
湖
北
地
方
）
に
遊
び
、
燕
秦
晋
洛
（
中
国
北
方
諸
地
域
）
を
歴
し
、

渉
獵
す
る
こ
と
既
に
多
く
、
眼
界
弘
遠
な
り
。
ゆ
え
に
落
筆
は
縦
横
（
自

由
自
在
）、
墨
汁
は
淋
漓（
し
た
た
っ
て
勢
い
が
あ
り
）、
山
石
は
巍
峨（
高

く
そ
び
え
）、
樹
木
は
奇
古
と
し
て
、
練
瀑
（
た
き
）
は
飛
ぶ
が
ご
と
く
、

溪
泉
は
響
く
が
ご
と
し
。
宮
妝
仕
女
に
至
り
て
は
、
す
な
わ
ち
少
年
の
遊

藝
な
り
。
竹
石
梅
蘭
、
も
っ
と
も
冠
絶
と
な
す
。
写
意
の
花
鳥
は
、
と
も

に
余
伎
な
る
の
み
。
博
古
（
古
代
の
事
物
に
通
じ
る
こ
と
）
品
題
（
人
物

の
論
評
）、
法
眼
（
正
し
い
鑑
識
）
と
称
す
べ
し
。
□
□
八
十
に
し
て
山

荘
に
居
す
。（
画
史
叢
書
本
。括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
注
釈﹇
以
下
も
同
じ
﹈。

□
の
部
分
は
欠
字
。）

　

つ
い
で
、
徐
沁
（
明
末
清
初
の
人
）『
明
画
録
』
巻
五
所
収
の
内
容
も
み
て

お
く
。藍

瑛
。
字
は
田
叔
、
号
は
蜨
叟
、
晩
号
は
石
頭
陀
。
銭
塘
の
人
。
山
水
を

画
き
、
初
年
は
秀
潤
な
り
。
唐
宋
元
諸
家
を
摹
し
、
筆
筆
古
に
入
り
、
し

こ
う
し
て
子
久
（
黄
公
望
）
に
究
心
（
専
心
）
し
も
っ
と
も
力
む
。
云
わ

く
、「
こ
れ
書
家
の
真
楷
の
ご
と
く
、
必
ず
こ
れ
よ
り
入
門
し
、
始
め
て

よ
く
各
の
変
化
を
極
む
。」
と
。
晩
境
の
筆
ま
す
ま
す
蒼
勁
に
し
て
、
人

物
写
生
並
び
て
佳
な
り
。
蘭
石
も
っ
と
も
絶
な
り
。
寿
八
十
余
な
り
。
そ

の
法
を
伝
え
る
者
甚
だ
多
く
、
陳
璇
、
王
奐
、
馮
湜
、
顧
星
、
洪
都
、
皆

な
其
の
選
な
り
。（
画
史
叢
書
本
。）

　

姜
紹
書
（
一
五
九
七
〜
一
六
七
九
）
の
『
無
声
詩
史
』
巻
四
で
は
「
藍
瑛
、

字
は
田
叔
、
銭
塘
の
人
。
人
物
、
山
水
、
花
卉
を
画
き
、
倶
に
古
人
の
精
蘊（
深

奥
）
を
得
る
。」（
康
熙
五
十
九
年
（
一
七
二
〇
）
李
光
暎
觀
妙
齋
刻
本
）
と
簡

潔
に
記
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
伝
記
で
、
藍
瑛
は
、
積
極
的
に
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
古
画
を
し
っ
か
り
と
学
ん
だ
上
で
独
自
の
画
風
を
作
り

上
げ
、
山
水
、
人
物
、
花
鳥
な
ど
を
よ
く
し
、
弟
子
も
多
く
、
影
響
力
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
黄
公
望
を
基
本
と
し
た
こ
と
や
山
水
に
関
す
る
記

述
が
多
い
こ
と
か
ら
、も
っ
と
も
山
水
画
を
よ
く
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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（
二
）
南
北
二
宗
論
に
影
響
さ
れ
た
系
統

　

ま
ず
、
朱
謀
垔
（
万
暦
二
十
年
（
一
五
九
二
）
頃
〜
順
治
初
年
（
一
六
四
四
）

頃
）『
画
史
会
要
』
巻
四
の
藍
瑛
の
箇
所
を
み
て
み
る
。

藍
瑛
。
字
は
田
叔
、
浙
江
の
人
。
住
家
は
西
湖
に
あ
り
。
画
を
も
っ
て
業

と
な
し
、
老
い
て
い
よ
い
よ
工
み
な
り
。
蒼
古
に
し
て
頗
ぶ
る
沈
啓
南（
沈

周
）
に
類
す
。
惜
し
む
ら
く
は
其
れ
画
を
鬻
ぎ
自
給
す
る
こ
と
な
り
。
い

ま
だ
当
世
の
軽
ん
じ
る
所
と
為
る
を
免
れ
ず
。（
四
庫
全
書
本
）

　

こ
れ
は
、
藍
瑛
が
活
躍
し
て
い
た
時
の
言
及
で
あ
り
、
藍
瑛
の
実
情
を
知
っ

た
上
で
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
評
価
は
、
画
風
は
老
成
し
て
巧
み
で
蒼

古
な
趣
が
あ
り
沈
周
に
似
る
と
高
く
評
価
す
る
が
、
売
画
に
よ
っ
て
生
活
し
て

い
た
こ
と
を
惜
し
い
こ
と
と
す
る
。
売
画
を
非
難
す
る
の
は
、
単
に
画
工
を
低

く
み
る
古
く
か
ら
の
考
え
方
に
依
拠
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
世
間
に
は
藍

瑛
を
軽
ん
ず
る
評
価
を
す
る
者
が
あ
る
と
記
し
、
ま
た
董
其
昌
の
画
を
「
宜
し

く
一
代
の
宗
と
為
す
べ
し
、
即
ち
或
い
は
本
朝
第
一
と
為
す
に
推
す
こ
と
は
過

評
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。」（『
画
史
会
要
』
巻
四
）
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
南

北
二
宗
論
の
影
響
を
あ
る
程
度
反
映
し
た
記
述
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。

　

張
庚
（
一
六
八
五
〜
一
七
六
〇
）『
国
朝
画
徴
録
』
巻
上
で
は

藍
瑛
、
字
は
田
叔
、
号
は
蜨
叟
、
銭
塘
の
人
。
山
水
は
宋
元
諸
家
を
法
と

し
、
晩（
晩
年
）す
な
わ
ち
自
ず
か
ら
一
格
を
成
す
。
偉
峻
老
幹
に
し
て
、

大
幅
に
も
っ
と
も
長
ず
。
兼
ね
て
人
物
、
花
鳥
、
梅
竹
を
工
み
に
し
、
名

は
時
に
盛
ん
な
り
。
画
に
浙
派
の
あ
る
こ
と
は
、
戴
進
よ
り
始
ま
り
、
藍

に
至
り
て
極
ま
る
と
為
す
。
故
に
識
者
は
貴
ば
ず
。（
以
下
略
）（
乾
隆
四

年
（
一
七
三
九
）
刻
本
）

と
す
る
。
前
半
は
、
大
幅
の
山
水
画
に
長
じ
た
こ
と
以
外
は
、（
一
）
で
見
た

内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
後
半
に
、
浙
派
は
戴
進
に
始
ま
っ
て
藍
瑛
に
至
っ

て
極
ま
る
と
い
う
こ
と
と
、
藍
瑛
は
浙
派
で
あ
る
か
ら
よ
く
わ
か
っ
た
者
は
貴

ば
な
い
こ
と
を
い
う
。『
画
史
会
要
』
と
同
じ
よ
う
な
構
造
を
持
つ
記
述
で
あ

る
が
、
浙
派
だ
か
ら
良
く
な
い
と
い
う
短
絡
的
な
思
考
が
前
提
に
な
っ
て
い
る

点
は
異
な
る
。
藍
瑛
を
浙
派
の
殿
将
と
呼
ぶ
の
も
こ
の
よ
う
な
価
値
判
断
の
傾

向
に
も
と
づ
く
。

　

秦
祖
永
（
一
八
二
五
〜
一
八
八
四
）
の
『
続
桐
陰
論
画
』
で
は

藍
瑛
（
以
下
割
注
）
字
は
田
叔
、
號
は
蜨
叟
、
銭
塘
の
人
。
山
水
は
奇
古

に
し
て
、
北
宗
雄
獷
の
観
を
極
む
。（
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
刻
朱
墨

套
印
本
）

と
、
藍
瑛
の
山
水
画
が
北
宗
画
風
の
た
け
だ
け
し
く
あ
ら
あ
ら
し
い
様
子
で
あ

る
こ
と
を
簡
潔
に
述
べ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
藍
瑛
を
浙
派
と
位
置
付
け
る
み
か
た
は
、

清
代
中
期
以
降
に
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
沈
宗
騫
は『
芥
舟
学
画
編
』（
乾
隆
四
十
六
年（
一
七
八
一
）刊
）で
、

巻
一
「
山
水　

宗
派
」
の
項
に
、
南
宗
北
宗
を
良
し
悪
し
で
判
断
せ
ず
そ
れ
ぞ

れ
正
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
明
末
清
初
に
は
邪
派
が
起
こ
り
、
そ

の
う
ち
の
ひ
と
つ
武
林
派
を
始
め
た
の
は
藍
瑛
だ
と
言
い
、「
作
法
」の
項
で
、

離
筆
求
墨
、
す
な
わ
ち
、
用
筆
を
お
ろ
そ
か
に
し
墨
色
の
表
現
効
果
に
頼
っ
た

画
派
と
し
て
武
林
派
を
挙
げ
る
が
、
創
始
者
（
藍
瑛
）
が
全
く
そ
う
で
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
続
く
者
達
が
次
第
に
筆
法
を
失
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
契
機
と

な
る
画
風
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
よ
う
に
、
ま
た
別
の
評
価
を
藍
瑛
に

与
え
て
い
る
。
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（
三
）
地
方
志
の
系
統

　

浙
江
や
杭
州
な
ど
の
地
方
志
に
藍
瑛
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
康
熙
二
十

三
年
（
一
六
八
四
）
刊
の
『
浙
江
通
志
』
巻
四
十
二
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く
。

　
　

 
藍
瑛
（
以
下
割
注
）
字
は
田
叔
。
少
く
し
て
穎
異
（
と
び
ぬ
け
て
す
ぐ
れ

る
）
な
り
。
八
、
九
歳
、
嘗
つ
て
人
に
従
い
て
庁
事
（
役
所
）
の
醮
灰
（
祭

祀
時
の
灰
）
を
画
地
と
し
て
、
山
川
雲
物
、
林
麓
峯
巒
、
咫
尺
（
小
さ
な

画
面
）
に
万
里
を
作
る
。
生
家
に
て
経
を
治
め
る
に
及
び
て
河
図
洛
書
を

指
し
て
言
い
て
曰
わ
く
、「
古
人
に
い
ま
だ
書
あ
ら
ざ
る
に
、先
に
図
あ
り
、

図
は
何
ぞ
必
ず
名
家
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。」遂
に
画
苑
に
留
意
し
、皴
染（
絵

画
）
皆
な
古
法
に
合
す
。
雲
間
（
江
蘇
省
の
松
江
）
の
孫
太
守
克
弘
、
董

尚
書
其
昌
、
陳
徴
君
継
儒
、
時
に
相
い
引
重
す
（
お
互
い
に
推
薦
し
重
ん

じ
る
）。
子
の
孟
、
字
は
亦
與
、
邑
の
諸
生
に
し
て
、
亦
た
画
を
善
く
す
。

能
く
其
の
家
学
を
世
ぐ
。（
康
熙
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
刊
、
京
都
大

学
蔵
本
）

　

こ
こ
で
は
、
幼
い
頃
か
ら
即
興
的
に
山
水
画
を
作
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
す
ぐ
れ

て
い
た
こ
と
、
河
図
洛
書
を
引
き
合
い
に
出
し
画
家
に
な
る
こ
と
を
自
ら
正
当

化
し
て
画
の
道
に
進
ん
だ
こ
と
、
董
其
昌
達
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記

さ
れ
る
。
董
其
昌
ら
と
の
関
係
は
、
黄
公
望
を
学
ん
だ
と
い
う
記
述
や
、
画
は

沈
周
に
似
て
い
た
と
い
う
評
価
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
も
浙

派
と
貶
め
る
よ
う
な
見
方
は
な
い
。

　

乾
隆
四
十
九
年
（
一
七
八
四
）
序
の
あ
る
『
杭
州
府
志
』
で
は
巻
九
十
六　

方
技
の
條
に
藍
瑛
の
記
載
が
あ
り
、『
舊
浙
江
通
志
』
に
依
る
と
注
さ
れ
る
。

そ
の
内
容
は
上
掲
記
事
と
前
半
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
後
半
の
「
雲
間
〜
家

學
焉
。」
の
部
分
は
、「
其
細
描
宮
様
則
界
畫
、
衣
褶
色
色
飛
動
、
突
過
宋
畫
苑

諸
人
。」
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
。
董
其
昌
ら
と
の
関
係
は
、
清
代
中
期
以
降

の
尚
南
貶
北
論
に
よ
る
藍
瑛
の
評
価
と
は
矛
盾
す
る
た
め
書
き
変
え
ら
れ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
個
人
的
記
録

　

先
に
確
認
し
た
朱
謀
垔
の
『
画
史
会
要
』
に
お
け
る
記
述
も
個
人
的
な
見
解

で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
厲
鶚
（
一
六
九
二
〜
一
七
五
二
）『
東
城
雜
記
』
巻

下
に
あ
る
内
容
を
み
て
お
く
。
ま
ず
、「
城
曲
茅
堂
」
の
條
で
は
、
藍
瑛
は
山

水
を
善
く
し
、
杭
州
の
「
東
城
に
家
あ
り
、
東
皐
蜨
叟
と
自
ら
号
し
、
ま
た
東

郭
老
農
と
号
す
。
居
す
る
所
に
榜
し
て
城
曲
茅
堂
と
曰
う
。」
と
記
し
、
龔
翔

麟
が
そ
の
城
曲
茅
堂
に
つ
い
て
詠
ん
だ
詩
を
録
す
る
。
ま
た
、「
自
餘
軒
」
の

條
で
は
、
毛
際
可
（
一
六
三
三
〜
一
七
〇
八
、
浙
江
遂
安
の
人
。
順
治
十
五
年

（
一
六
五
八
）
の
進
士
。
画
も
よ
く
し
た
。）
が
記
し
た
「
自
餘
軒
説
略
」
を
引

用
す
る
。
自
餘
軒
と
い
う
の
は
毛
際
可
の
友
人
銭
章
玉
が
杭
州
に
構
え
て
い
た

別
荘
で
あ
る
。
市
中
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
よ
う
な
そ
の
庭
園
に
は
あ
ず

ま
や
が
あ
り
、
そ
の
傍
に
、
藍
瑛
が
奇
石
を
数
峰
、
嶔
﨑
歴
落
の
様
に
画
い
た

白
壁
の
垣
が
な
ら
ん
で
い
て
、
そ
の
周
囲
に
竹
を
植
え
、
左
右
に
掩
い
映
え
る

よ
う
に
し
て
い
た
。
そ
の
様
子
を
見
た
瞬
間
、
本
当
の
山
水
を
望
ん
で
い
る
か

と
思
っ
た
が
、
よ
く
み
て
み
る
と
墨
戯
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
自
餘
軒
に

憩
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
が
、
数
ヶ
月
も
去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、

と
、
毛
際
可
の
体
験
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
風
流
を
解
し
、
本
当
の
景
色
と
見
間
違
え
さ
せ
る
ほ
ど
の
山
水

画
を
作
る
画
家
と
し
て
の
藍
瑛
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
た
、
そ
れ
を

鑑
賞
す
る
知
識
人
の
姿
と
、
そ
う
い
っ
た
事
柄
を
杭
州
で
の
文
化
的
な
出
来
事

と
し
て
記
録
す
る
姿
も
み
え
て
く
る
。
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以
上
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、（
二
）
の
職
業
画
家
、
浙
派
、
北
宗
画

家
と
い
う
評
価
は
か
な
り
限
定
的
な
み
か
た
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
一
）

の
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
で
は
、
藍
瑛
や
そ
の
一
派
を
や
や
持
ち
上
げ
す
ぎ
て
い

る
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
が
、
需
要
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
同
派
の
画
人
が
多
く

存
在
で
き
た
と
い
う
状
況
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
て
い
な
い
資
料
も
あ
る
た
め
完
備
し
た
伝
記
に
関
す
る
考
察

と
は
言
え
な
い
が
、ま
と
め
る
と
、黄
公
望
を
基
本
と
し
て
古
画
を
よ
く
学
び
、

特
に
山
水
画
を
得
意
と
し
、
売
画
に
頼
っ
て
は
い
た
が
作
画
理
念
は
文
人
的
で

あ
り
、お
お
む
ね
好
意
的
で
優
れ
た
評
価
を
得
て
い
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
藍
瑛
の
作
品
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
、
以
下
で
確

認
し
て
い
く
。

三　

藍
瑛
の
題
と
款
記
、
お
よ
び
作
品
の
状
態
に
つ
い
て

　

画
面
右
上
に
藍
瑛
に
よ
る
題
と
款
記
が
あ
る
【
図
４
】。
ま
ず
「

目
喬
松
」

と
題
を
大
き
く
書
き
、「
崇
禎
己
巳
仲
冬
西
湖
外
民
藍
瑛
」
と
や
や
小
さ
め
の

字
で
款
記
を
続
け
、
そ
の
下
に
「
藍
瑛
私
印
」（
朱
文
方
印
）「
田
叔
父
」（
白

文
方
印
）
の
二
印
を
縦
に
捺
す
。「
崇
禎
己
巳
」
は
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）

に
あ
た
る
。

　

題
の
部
分
は
、
は
ら
い
を
特
に
強
調
し
な
い
が
隸
書
に
近
い
書
体
で
、
筆
画

は
横
画
よ
り
縦
画
の
方
が
や
や
幅
が
せ
ま
く
、
横
画
は
上
に
や
や
凸
な
弧
線
を

少
し
右
肩
下
が
り
に
連
ね
、字
全
体
で
や
や
丸
み
を
帯
び
て
ど
っ
し
り
と
書
く
。

各
字
は
ほ
ぼ
等
間
隔
で
配
さ
れ
て
い
る
が
、「

」
字
の
右
は
ら
い
を
や
や
鋭

く
強
調
し
、「

」「
喬
」「
松
」
字
の
左
は
ら
い
を
や
や
軽
め
の
弧
線
で
書
き
、

互
い
に
呼
応
す
る
よ
う
に
縦
に
並
べ
て
、
四
字
全
体
で
左
右
へ
の
振
れ
具
合
の

調
和
が
取
れ
た
安
定
し
た
書
と
し
て
い
る
。
伝
記
の
「
八
分
書
を
写
し
た
」
と

い
う
記
述
は
こ
こ
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
書
風
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

款
記
の
書
は
、
や
や
草
書
に
近
い
行
書
で
書
さ
れ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、

「
崇
禎
」
を
基
準
に
み
て
い
く
と
、「
己
巳
」
を
や
や
小
さ
め
に
書
き
、「
仲
冬

西
湖
外
民
」
と
や
や
大
ぶ
り
に
し
「
藍
瑛
」
で
元
の
大
き
さ
位
に
戻
る
。
そ
の

う
ち
「
己
」「
仲
」「
西
」「
外
民
」
の
五
字
は
筆
幅
を
太
く
強
調
し
、
あ
ま
り

書
体
も
崩
れ
な
い
が
、
他
の
文
字
は
細
め
の
筆
線
で
崩
し
気
味
に
書
く
。
特
に

「
冬
」
は
滑
ら
か
な
線
で
大
き
く
崩
し
て
書
く
。
こ
の
箇
所
は
、
上
の
た
っ
ぷ

り
し
た
感
じ
の
「
仲
」
字
の
最
終
画
を
す
っ
と
伸
ば
し
て
終
筆
を
や
や
左
に
向

け
、
軽
や
か
な
「
冬
」
字
で
承
け
、
下
の
「
西
」
字
で
ま
た
し
っ
か
り
と
構
え

る
、
と
い
う
よ
う
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
短
文
で
は
あ
る
が
、
強
弱
を
う
ま

く
配
し
変
化
を
付
け
て
一
行
を
構
成
し
て
い
る
。「
藍
瑛
」と
い
う
落
款
部
分【
図

５
】
は
、
粘
り
け
の
あ
る
よ
う
な
滑
ら
か
な
肥
痩
を
伴
っ
た
筆
線
で
き
び
き
び

と
書
か
れ
る
。
角
々
し
た
感
じ
は
な
く
、
筆
幅
は
常
に
徐
々
に
広
狭
を
変
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
弧
線
を
ゆ
る
や
か
に
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
字
が
構
成
さ
れ
る
。

　
「
藍
瑛
私
印
」【
図
５
】
は
辺
や
筆
画
が
部
分
的
に
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
印
の
様
子
は
よ
く
わ
か
る
。
筆
画
は
等
幅
線
で
表
さ
れ
る
。
縦
横
画
は

直
線
で
表
さ
れ
る
が
筆
画
を
繋
ぐ
部
分
で
は
円
く
し
て
あ
り
、
各
字
も
丸
み
を

帯
び
て
見
え
る
。線
の
端
も
丸
く
整
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
田
叔
父
」

印
は
字
が
白
抜
き
に
表
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
画
は
太
く
等
幅
で
線
の
端
に
は
角

が
あ
り
、
筆
画
の
曲
が
り
角
だ
け
に
小
さ
い
丸
み
が
あ
る
。
三
字
が
方
形
の
内

部
に
横
に
並
ぶ
た
め
、
縦
画
が
垂
直
に
長
く
な
っ
て
い
て
、
縦
方
向
に
す
っ
き

り
と
整
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
こ
こ
で
は
上
下
に
対
照
的
な
形
態
の
二
つ
の
印

を
並
べ
て
い
る
。

　

款
記
の
行
は
下
に
い
く
に
つ
れ
て
少
し
だ
け
画
面
右
側
の
縁
の
方
へ
寄
っ
て
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い
き
、
印
は
さ
ら
に
や
や
右
に
ず
れ
て
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
位
置
は

当
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
画
面
の
端
を
切
り
詰
め
た
結
果
、
款
記
が
端
に
寄

り
過
ぎ
た
よ
う
に
見
え
た
り
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
絵
画
表
現
を
見
る
前

提
と
し
て
も
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
作
品
の
状
態
を
確
認

し
て
お
く
。

　

画
面
右
上
隅
を
見
て
み
る
と
【
図
４
】、
画
絹
の
折
れ
や
亀
裂
、
欠
け
な
ど

の
傷
み
が
多
い
。
上
端
に
も
傷
み
あ
る
。
左
上
隅
【
図
６
】
は
、
右
上
ほ
ど
傷

み
は
無
い
。
左
辺
に
沿
っ
て
は
、
上
端
か
ら
所
々
に
画
絹
の
欠
け
の
周
囲
に
指

先
く
ら
い
の
大
き
さ
の
茶
染
み
が
見
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
染
み
は
画
面
上
辺

と
主
山
最
上
方
が
接
す
る
辺
り
の
二
箇
所
に
も
認
め
ら
れ
る
【
図
６
】。
こ
れ

ら
ほ
ど
目
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
絵
画
表
現
を
損
な
う
ほ
ど
で
も
な
い
、
薄
い

茶
色
の
染
み
や
小
さ
な
画
絹
の
欠
け
や
表
面
の
軽
い
当
た
り
傷
な
ど
は
、
画
面

の
あ
ち
こ
ち
に
散
見
さ
れ
る
。
軸
装
で
あ
る
の
で
、
水
平
方
向
の
画
絹
の
部
分

的
な
断
裂
も
所
々
に
あ
る
。
ま
た
、
状
態
に
応
じ
て
補
絹
も
施
し
、
補
絹
上
で

画
も
補
う
。

　

画
面
左
端
と
山
の
稜
線
が
交
わ
る
辺
り
【
図
６
】
の
少
し
上
に
は
、
縁
に
沿

っ
て
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
丸
い
点
だ
け
が
計
四
つ
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
、
山
肌
に

沿
っ
て
表
さ
れ
る
苔
や
草
叢
な
ど
の
表
現
な
の
で
、
こ
こ
の
様
子
は
不
自
然
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
は
「
嵩
山
高
図
」【
図
３
】
の
よ
う
に
画
面
左
に

も
う
少
し
山
が
画
か
れ
て
い
た
の
が
、
画
絹
の
切
り
詰
め
に
よ
っ
て
数
㎝
程
度

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
左
端
に
傷
み
が
や
や
多
か
っ
た
た
め
表

装
し
直
し
た
と
き
に
そ
う
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

図
４　
「

目
喬
松
図
」
題
賛

図
５　
「

目
喬
松
図
」
藍
瑛
落
款
と
印

図６　 「 目喬松図」主山上部
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画
面
左
下【
図
７
】に
は
、
大
き
な
傷
み
は
見
あ
た
ら
な
い
。
画
面
右
下【
図

８
】
は
、
隅
の
一
角
が
縦
長
に
小
さ
く
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
に
関
し
て
は
、

図
８
の
下
辺
や
や
左
側
の
と
こ
ろ
に
少
し
だ
け
頂
を
覗
か
せ
る
岩
塊
が
あ
る

が
、
や
や
不
自
然
な
表
現
に
思
わ
れ
る
。
図
7
の
下
辺
で
途
切
れ
て
い
る
岩
も

や
や
不
自
然
に
見
え
る
。
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
下
辺
も
傷
み
を
除
く
た
め
少

し
切
り
詰
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
上
辺
は
題
の
上
の
空
が
や
や
狭

い
こ
と
か
ら
数
㎝
、
右
辺
は
ほ
と
ん
ど
切
ら
れ
て
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
で
述
べ
た
以
外
、
画
絹
の
全
体
的
な
変
色
や
、
部
分
的
な
顔
料
の
剥
落

や
植
物
性
絵
の
具
の
変
色
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
が
、
四
百
年
近
く
の
経
年
を
考

え
る
と
、
自
然
な
変
化
の
範
囲
内
で
あ
る
。
ま
た
、
欠
け
た
部
分
に
補
絹
は
あ

る
が
、健
全
な
画
上
に
は
補
筆
や
補
彩
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。総
じ
て
、

絵
画
表
現
を
大
き
く
損
な
う
ほ
ど
の
傷
み
も
な
く
、
状
態
に
注
意
し
て
観
察
す

れ
ば
、
当
初
の
様
子
を
知
る
の
に
十
分
に
良
好
な
状
態
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

四　

包
胤
長
の
「
喬
松
歌
」
題
賛

　

画
面
の
右
上
の
題
の
左
隣
に
、
画
面
高
の
五
分
の
二
、
画
面
幅
の
五
分
の
一

程
度
の
空
間
に
、
行
書
の
題
賛
が
あ
る
【
図
４
】。
最
初
の
六
行
に
七
言
二
十

八
句
か
ら
成
る
詩
文
を
書
し
、
七
行
目
に
四
字
ほ
ど
下
げ
て
「
喬
松
歌
」
と
題

し
「
奉
」
と
続
け
、
末
行
は
擡
頭
し
て
「
六
翁
三
老
師
…
」
と
始
め
る
。
書
は
、

右
側
に
あ
る
藍
瑛
の
書
ほ
ど
は
変
化
さ
せ
ず
、や
や
右
肩
上
が
り
の
字
を
連
ね
、

字
の
大
き
さ
、
字
間
、
字
の
縦
の
並
び
、
な
ど
概
ね
整
然
と
書
か
れ
る
。
一
行

目
中
ほ
ど
の
「
聲
」、
三
行
目
中
ほ
ど
の
「
席
」、
六
行
目
中
ほ
ど
の
「
舞
」
の

箇
所
は
、
最
終
の
縦
画
を
大
き
く
伸
ば
し
、
次
字
と
の
空
間
を
や
や
大
き
く
す

る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
は
詩
の
内
容
も
ち
ょ
う
ど
詠
嘆
を
さ
そ
う
場
面
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
四
行
目
中
ほ
ど
の
「
風
流
冬
日
後
」
の
あ
た
り
だ
け
は
、
藍
瑛

款
記
の
「
冬
」
字
の
崩
し
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
字
間
の
連
綿
を
伴
う
草
書
的

な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
全
文
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

長
松
積
翠
盤
奇
石
、　　

長
松　

積
翠　

盤
た
る
奇
石
、

図
７　
「

目
喬
松
図
」
左
下
部
分

図
８　
「

目
喬
松
図
」
右
下
部
分
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薄
霧
倚
雲
閲
今
昔
。　　

薄
霧　

倚
雲　

今
昔
を
閲
す
。

時
々
吼
作
蒼
龍
聲
、　　

時
々
吼
え
て
な
す
蒼
龍
の
声
、

萬
山
豺
乕
知
斂
迹
。　　

万
山
の
豺
乕　

迹
を
斂
め
る
を
知
る
。

才
生
梁
棟
壓
千
林
、　　

才
め
て
生
ず
る
梁
棟　

千
林
を
圧
し
、

鐵
幹
銅
根
用
作
霖
。　　

鉄
幹　

銅
根　

用
っ
て
霖
を
作
す
。

不
教
過
雨
方
知
色
、　　

過
雨
を
教
え
ず
方
に
色
を
知
り
、

未
待
凌
霜
已
見
心
。　　

い
ま
だ
凌
霜
を
待
た
ず
し
て
已
に
心
を
見
る
。

我
師
原
是
神
僊
客
、　　

我
が
師　

も
と
こ
れ
神
仙
の
客
、

骨
稜
々
藐
姑
射
。　　

骨
稜
　々

藐
姑
射
な
り
。

聞
辭
靑
瑣
試
牛
刀
、　　

青
瑣
を
辞
し
て
牛
刀
を
試
す
を
聞
き
、

道
徳
文
章
重
前
席
。　　

道
徳
文
章　

重
ね
て
席
を
前
に
す
。

一
行
爲
令
高
龔
黄
、　　

一
た
び
行
き
て
令
を
為
せ
ば
高
き
こ
と
龔
黄
の
ご
と
く
、

豈
弟
興
謌
載
路
傍
。　　

豈
弟
し
て
謌
に
興
ず
れ
ば
路
傍
に
載
す
。

三
月
政
成
民
事
足
、　　

三
月
政
成
せ
ば
民
事
足
り
、

湖
山
何
幸
沐
循
良
。　　

湖
山
何
ぞ
幸
い
循
良
に
沐
せ
ん
や
。

輕
煙
依
約
長
堤
柳
、　　

軽
煙
依
約
た
る
長
堤
の
柳
、

未
許
風
流
冬
日
後
。　　

い
ま
だ
風
流
を
許
さ
ぬ
冬
日
の
後
。

両
岐
麥
秀
雉
邊
桑
、　　

両
岐
の
麦
秀　

雉
辺
の
桑
、

美
政
相
看
偶
然
有
。　　

美
政　

相
看
て
偶
然
あ
り
。

縦
使
棠
陰
久
不
潤
、　　

た
と
い
棠
陰
を
し
て
久
し
く
潤
さ
ざ
ら
し
む
と
も
、

有
時
剪
茇
爲
枯
條
。　　

有
時　

茇
を
剪
っ
て
枯
條
と
為
す
。

満
城
桃
李
開
多
少
、　　

満
城
の
桃
李　

開
く
や
多
少
ぞ
、

風
雨
聲
中
幾
樹
揺
。　　

風
雨
の
声
中　

幾
の
樹
ぞ
揺
れ
ん
。

詎
如
百
尺
高
松
老
、　　

詎
に
百
尺
の
高
松　

老
い
て
、

歳
暮
凌
寒
節
逾
好
。　　

歳
暮　

寒
を
凌
ぐ
が
如
く　

節　

逾
よ
好
か
ら
ん
。

長
鬐
細
甲
舞
天
風
、　　

長
鬐
細
甲　

天
風
に
舞
い
、

用
作
千
穐
仙
令
寶
。　　

用
っ
て
千
秋
の
仙
の
令
宝
と
な
す
。

喬
松
歌
。　　
　
　
　
　

喬
松
歌
。

奉
六
翁
三
老
師
命
題
。　

六
翁
三
老
師
の
題
を
命
じ
る
に
奉
ず
。

并
請
正
。　　
　
　
　
　

并
び
に
正
を
請
う
。

門
人
包
胤
長
百
頓
首
。　

門
人
の
包
胤
長
、
百
た
び
頓
首
す
。

「
包
胤
長
印
」（
白
文
方
印
）「
士
修
氏
」（
白
文
方
印
）

　

こ
の
喬
松
歌
は
、
四
句
（
二
聯
）
毎
に
内
容
に
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
全
七
段

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
段
に
し
た
が
っ
て
押
韻
さ
れ
て
い
る
。

第
一
段
で
は
、
第
一
、
二
、
四
句
に
お
い
て
、
石
、
昔
、
迹
と
入
声
の
陌
韻
を

踏
む
。
大
意
は
、
長
松
や
積
み
重
な
る
翠
、
ど
っ
し
り
と
構
え
た
奇
石
、
薄
霧

や
依
り
か
か
っ
た
雲
は
、
今
昔
の
悠
久
の
時
を
な
が
め
て
き
た
。
時
お
り
松
が

鳴
ら
す
蒼
龍
が
吼
え
る
よ
う
な
声
に
、
山
の
犬
や
虎
も
姿
を
ひ
そ
め
る
。
第
二

段
で
は
、
第
五
、
六
、
八
句
で
、
林
、
霖
、
心
と
平
声
の
侵
韻
を
踏
む
。
先
天

的
に
生
じ
て
延
び
た
幹
や
枝
は
梁
や
棟
の
よ
う
に
他
の
千
林
を
圧
倒
し
、
鉄
の

よ
う
な
幹
、
銅
の
よ
う
な
根
は
長
雨
を
育
む
源
と
な
る
。
通
り
雨
が
な
く
と
も

葉
は
青
々
と
し
た
色
を
た
た
え
不
変
の
意
志
を
示
す
よ
う
で
あ
り
、
い
ま
だ
霜

を
し
の
ぐ
こ
と
な
く
と
も
す
で
に
節
操
の
高
い
心
を
知
っ
て
い
る
。

　

第
三
段
で
は
、
第
九
、
十
、
十
二
句
で
、
客
、
射
、
席
と
入
声
の
陌
韻
を
踏

む
。
我
が
師
（
こ
の
歌
を
奉
じ
ら
れ
た
六
翁
三
老
師
を
指
す
）
は
も
と
も
と
神

仙
で
あ
っ
た
よ
う
な
人
物
で
、
ゆ
た
か
な
骨
は
稜
々
と
し
て
藐
姑
射
の
仙
人
の

よ
う
で
あ
る
。
青
瑣
の
飾
り
の
あ
る
宮
門
を
辞
し
て
牛
刀
を
試
す
こ
と
、
す
な

わ
ち
、『
論
語
』
陽
貨
篇
に
あ
る
故
事
を
踏
ま
え
、
地
方
の
ま
ち
で
も
十
分
過

ぎ
る
ほ
ど
に
し
っ
か
り
し
た
政
治
を
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
そ
う
い
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っ
た
道
徳
や
文
章
は
さ
ら
に
そ
の
地
位
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
四
段
で

は
、
第
十
三
、
十
四
、
十
六
句
で
、
黄
、
傍
、
良
と
平
声
の
陽
韻
を
踏
む
。
ひ

と
た
び
赴
任
先
で
法
令
を
出
せ
ば
前
漢
時
代
に
良
い
政
治
を
行
っ
た
龔
遂
や
黄

霸
の
よ
う
で
あ
り
、
や
わ
ら
ぎ
た
の
し
ん
で
詩
歌
に
興
ず
れ
ば
そ
れ
ら
が
道
に

み
ち
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
三
ヶ
月
も
政
治
を
お
こ
な
え
ば
民
の
生
活
は
満
ち
足

り
、
湖
山
は
幸
い
に
も
法
を
守
る
善
良
な
人
々
で
う
る
お
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

第
五
段
で
は
、
第
十
七
、
十
八
、
二
十
句
で
、
柳
、
後
、
有
と
上
声
の
有
韻
を

踏
む
。
う
す
い
煙
霧
が
か
す
か
に
た
な
び
く
長
い
堤
の
柳
の
頃
や
、
い
ま
だ
風

流
を
許
さ
な
い
が
冬
の
あ
た
た
か
な
太
陽
が
出
た
後
、
す
ば
ら
し
い
政
治
に
あ

わ
せ
て
、
ふ
た
枝
も
あ
る
麦
穂
の
花
や
、
雉
が
そ
ば
に
い
る
桑
の
木
（
徳
政
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。『
後
漢
書
』
魯
恭
伝
に
も
と
づ
く
。）
が
偶
然
現

れ
た
。
第
六
段
で
は
、
第
二
十
二
、
二
十
四
句
に
お
い
て
、
條
、
揺
と
平
声
の

蕭
韻
を
踏
む
。
こ
の
部
分
で
は
一
つ
め
の
句
は
韻
を
踏
ま
な
い
。
大
意
は
、
た

と
え
甘
棠（
や
ま
な
し
）の
木
陰
を
長
く
潤
さ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

時
に
茇は

つ

（
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
）
を
剪
り
は
ら
い
ま
る
で
枯
れ
枝
の
よ
う
に
す
っ

き
り
と
さ
せ
た
。
こ
こ
は
、
周
時
代
の
燕
の
召
公
が
村
々
を
巡
っ
た
と
き
に
甘

棠
の
樹
下
で
裁
判
を
行
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
（『
詩
経
』
召
南
「
甘
棠
」
や
『
史

記
』
燕
召
公
世
家
）、
時
に
は
人
々
の
話
を
親
密
に
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。「
甘
棠
」
詩
で
は
召
公
ゆ
か
り
の
甘
棠
の
木
は
枝
も
何

も
切
る
な
（
大
事
に
し
よ
う
）
と
謡
う
の
で
、
こ
こ
で
も
木
に
ま
と
わ
り
つ
く

茇は
つ

（
は
つ
）
だ
け
を
剪
る
、
と
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
城
に
満
ち
た
桃
李
の
花

が
開
く
の
は
ど
れ
ほ
ど
多
い
だ
ろ
う
か
、
風
雨
の
さ
な
か
ど
れ
だ
け
の
樹
が
揺

れ
う
ご
く
で
あ
ろ
う
か
、
と
、
花
が
め
で
た
く
咲
き
ほ
こ
り
、
一
方
、
逆
境
に

お
い
て
は
し
っ
か
り
と
構
え
て
い
る
様
子
が
詠
ま
れ
る
。

　

第
七
段
で
は
、
第
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
八
句
で
、
老
、
好
、
寶
と
上
声

の
皓
韻
を
踏
む
。
百
尺
も
あ
る
高
い
松
が
老
い
て
、
歳
の
暮
れ
に
寒
さ
を
凌
ぐ

よ
う
に
、
礼
節
は
い
よ
い
よ
な
ん
と
好
ま
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
龍
の
た
て

が
み
（
長
鬐
）
の
よ
う
な
松
葉
や
龍
の
鱗
（
細
甲
）
の
よ
う
な
樹
皮
の
喬
松
は

天
風
に
舞
っ
て
、
ま
さ
に
千
秋
を
生
き
る
仙
人
の
す
ば
ら
し
い
宝
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
、
二
段
で
は
本
図
に
見
ら
れ
る
松
や
山
水
の
様
子
が

詠
ま
れ
、
第
三
か
ら
六
段
で
は
、「
我
が
師
」
の
活
躍
の
様
子
を
詩
情
豊
か
に

描
き
出
し
、
最
後
の
第
七
段
で
、
龍
や
仙
人
と
関
連
さ
せ
た
喬
松
の
様
子
と
そ

の
師
の
優
れ
た
人
物
像
を
重
ね
合
わ
せ
て
終
わ
る
。

　

こ
の
喬
松
歌
を
作
っ
た
包
胤
長
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
本
作
品
で
示
さ
れ

る
以
外
の
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
分
か
る
こ
と
は
、
捺
さ
れ
た
印
か
ら
字

が
士
修
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
本
作
が
作
ら
れ
た
明
末
の
崇
禎
二
年
（
一
六
二

九
）
に
生
き
て
い
た
こ
と
、
六
翁
三
老
師
と
い
う
人
物
に
喬
松
歌
を
奉
じ
た
こ

と
、
こ
の
六
翁
三
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る（

５
）。
六
翁
三
と
い
う
人
物

に
つ
い
て
も
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
。
分
か
る
の
は
、
こ
こ
で
詠
ま
れ
る
よ
う

に
地
方
で
政
務
に
就
き
善
政
を
行
い
慕
わ
れ
る
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、
こ
の
時

に
は
既
に
高
齢
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、「
門
人
」

と
あ
る
の
で
、
包
胤
長
が
藍
瑛
の
門
人
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
文
脈
か
ら
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
の
門
人
で
あ
る

と
解
釈
で
き
、
政
治
家
で
は
な
く
画
家
で
あ
っ
た
藍
瑛
の
門
人
で
は
な
い
と
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う（

６
）。
ま
た
内
容
か
ら
考
え
て
、
包
胤
長
が
藍
瑛
に
作
画
を
依
頼

し
、
題
賛
を
書
し
て
、
六
翁
三
老
師
に
贈
っ
た
と
い
う
よ
う
な
状
況
を
想
定
し

て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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五　

本
図
の
内
容
と
表
現
形
式

　

こ
の
章
で
は
、
本
図
の
内
容
に
従
っ
て
順
に
表
現
形
式
を
み
て
い
く
。
内
容

は
項
目
見
出
し
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
が
、特
に
必
要
な
場
合
は
説
明
を
加
え
、

検
討
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
は
適
宜
そ
の
箇
所
で
触
れ
る
。

・
山
、
岩
塊
、
お
よ
び
構
図

　

題
に
あ
る
通
り
、天
目
山
を
想
定
し
た
と
思
わ
れ
る
山
が
大
き
く
画
か
れ
る
。

万
暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
に
雲
間
（
松
江
）
で
出
版
さ
れ
た
王
圻
、
王
思

義
編『
三
才
図
会
』地
理
九
巻
に「
天
目
山
図
」が
あ
る
【
図
９
】。
天
目
山
は
、

広
く
は
、
昌
化
の
北
あ
た
り
か
ら
北
東
の
方
に
連
な
る
山
岳
地
帯
を
意
味
す
る

【
図
２
】。
そ
の
う
ち
、
西
天
目
山
（
標
高
一
五
〇
七
ｍ
）
と
東
天
目
山
（
標
高

一
四
七
九
ｍ
）
の
頂
上
に
池
が
あ
り
、
天
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

名
称
の
由
来
が
あ
る
。
図
9
で
も
右
側
の
二
山
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
池
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。
本
図
に
は
池
は
画
か
れ
て
い
な
い
が
、
険
峻
な
様
子
な
ど
、
お
お

ま
か
な
形
態
感
は
共
通
す
る
。
藍

瑛
が
『
三
才
図
会
』
を
見
た
可
能

性
も
、
実
際
に
天
目
山
に
行
っ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
当
時
の
人
達
に
と
っ
て
、

天
目
山
は
こ
の
よ
う
な
容
姿
で
あ

っ
て
、
藍
瑛
も
そ
れ
に
違
わ
な
い

よ
う
に
作
画
し
た
と
い
う
こ
と
を

確
認
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。（
実

地
調
査
に
基
づ
く
考
察
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。）

　

主
山
は
画
面
の
左
に
寄
せ
て
配
置
さ
れ
る
。
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

北
宋
山
水
画
に
典
型
的
な
画
面
に
大
き
く
主
山
を
配
す
る
し
か
た
と
、
南
宋
の

辺
角
的
構
図
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
図
は
、
范
寛「
谿
山
行
旅
図
」（
台

北
、
故
宮
博
物
院
蔵
）
が
見
せ
る
圧
倒
的
な
存
在
感
や
、
李
唐
「
万
壑
松
風
図
」

（
台
北
、
故
宮
博
物
院
蔵
）【
図
10
】
の
よ
う
な
大
き
な
空
間
を
表
現
し
よ
う
と

は
し
て
い
な
い
。
構
図
の
し
か
た
自
体
は
、
南
宋
初
期
の
蕭
照「
山
腰
楼
観
図
」

（
台
北
、
故
宮
博
物
院
蔵
）【
図
11
】
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
右
側
に
大
き
く
開

け
た
、
望
む
べ
き
空
間
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
、
本
図
で
は
ほ
と
ん
ど

感
じ
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
山
部
分
と
右
方
の
空
間
と
を
対
照
さ
せ
る
意
図
が
強
く

感
じ
ら
れ
る
。

　

主
山
の
ふ
も
と
は
、
大
樹
で
覆
わ
れ
る
【
図
１
】。
樹
々
が
生
え
る
岩
は
、

画
面
下
端
か
ら
上
方
へ
と
だ
ん
だ
ん
と

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。こ
の
様
子
は
、

「
万
壑
松
風
図
」、「
山
腰
楼
観
図
」
と

よ
く
似
る
。
ま
た
、
主
山
左
に
滝
を
設

け
、
左
下
に
溪
流
を
位
置
す
る
し
か
た

や
山
の
中
腹
に
段
を
つ
け
木
々
を
表
す

と
こ
ろ
も
共
通
す
る
。
観
者
か
ら
の
主

山
に
対
す
る
距
離
感
も
ほ
ぼ
一
致
す
る

が
、
本
図
の
方
が
や
や
近
く
に
山
を
捉

え
、
山
も
大
樹
も
大
き
め
に
表
す
。

　

画
面
右
側
の
大
き
く
空
い
た
と
こ
ろ

に
は
淡
墨
で
横
長
の
形
象
が
表
さ
れ
る

【
図
12
】。
ひ
と
つ
は
中
空
に
あ
り
、
ひ

図９　 王圻、王思義編『三才図会』地理
九巻　天目山図（明・万暦37年
（1609）刊本影印）

図
10　

李
唐
「
万
壑
松
風
図
」

図
11　

蕭
照
「
山
腰
楼
観
図
」
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と
つ
は
右
端
に
か
か
る
。
後
者
の
方

が
や
や
上
側
に
位
置
し
、
色
は
や
や

淡
い
。
そ
れ
ぞ
れ
上
側
は
鈍
角
な
三

角
形
で
、す
っ
と
し
た
輪
郭
を
持
ち
、

対
し
て
下
側
は
下
向
き
に
ゆ
る
や
か

な
弧
を
成
し
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
し
た
輪

郭
と
な
っ
て
い
る
。
輪
郭
は
ぼ
か
さ

れ
ず
周
囲
と
は
っ
き
り
と
境
界
が
あ

る
。
ま
た
、
両
者
は
繋
が
っ
て
い
な

い
が
互
い
に
求
め
合
う
よ
う
に
伸
び

て
連
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
部

分
は
遠
く
に
か
す
む
山
が
雲
の
上
に
覗
い
て
見
え
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。
同

じ
よ
う
な
形
態
は
、
嘉
靖
二
十
六
年
（
一
五
四
七
）
の
文
伯
仁
「
渓
山
秋
霽
図
」

（
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
）
の
最
上
部
の
山
に
確
認
で
き
る
【
図
13
】。
山
に
皴
や

点
が
画
か
れ
る
な
ど
違
い
は
あ
る
が
、
周
囲
を
空
白
に
し
、
は
っ
き
り
と
区
別

す
る
表
現
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
の
部
分
を
遠
島
と
見
る
意
見
が
あ
る
（
文
献

⑩
）。
遠
島
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
文
従
簡「
江
山
平
遠
図
」（
万
暦
四
十
二
年（
一

六
一
四
）、
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）【
図
14
】
の
よ
う
に
、
下
側
に
水
平
方
向
の

線
で
汀
を
描
き
水
際
ら
し
く
表
す
。「
江
山
平
遠
図
」
で
も
中
央
の
最
遠
の
山

は
下
半
を
斜
め
に
波
打
た
せ
て
形
作
り
雲
が
か
か
っ
た
様
子
を
示
す
。
ま
た
、

『
三
才
図
会
』【
図
９
】
で
も
天
目
山
の
ま
わ
り
に
雲
を
た
な
び
か
せ
、
上
方
に

遠
く
の
景
観
を
の
ぞ
か
せ
る
。
大
き
な
水
面
の
あ
る
地
理
で
な
い
こ
と
も
確
認

で
き
る
。
題
賛
で
も
「
薄
霧
倚
雲
」
と
詠
む
。
し
た
が
っ
て
、
本
図
の
表
現
は

遠
島
で
は
な
く
遠
山
と
判
断
で
き
、
雲
海
の
向
こ
う
に
遠
山
を
望
ん
だ
様
子
を

表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
下
方
に
は
、
や
や
濃
い
色
の
岩
か
ら
成
る
小
峰
を
配
置
す
る
【
図
１
、

８
】。
岩
に
は
穴
が
三
つ
開
い
て
い
て
向
こ
う
に
透
か
し
て
緑
の
樹
葉
が
見
え

る
。
左
方
に
も
葉
が
茂
る
が
、
そ
の
左
の
崖
と
の
間
に
は
空
隙
が
あ
り
、
小
峰

と
谷
間
の
向
こ
う
に
雲
海
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
同
様
の
構
図
は
弘
仁
（
一
六

一
〇
〜
一
六
六
三
）
の
「
黄
海
松
石
図
」（
上
海
博
物
館
蔵
）【
図
15
】
に
確
認

で
き
る
。
主
山
と
小
峰
の
間
の
空
白
に
樹
を
伸
ば
す
の
も
共
通
す
る
。

　

こ
の
小
峰
の
よ
う
に
や
や
色
濃
く
表
す
部
分
は
、
そ
の
左
側
の
木
々
の
右
下

の
岩
塊
、
主
山
中
段
の
支
峰
左
上
の
岩
塊
、
主
峰
の
両
脇
に
あ
る
岩
塊
と
、
主

峰
左
上
の
や
や
奥
手
の
岩
塊
に
認
め
ら
れ
る（
図
16
。
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
。）。

こ
れ
ら
計
六
箇
所
の
濃
色
部
分
は
、
画
面
の
要
所
要
所
に
小
気
味
よ
く
配
置
さ

図
12　
「

目
喬
松
図
」
遠
山

図
14　

文
従
簡
「
江
山
平
遠
図
」

図
13　

文
伯
仁
「
渓
山
秋
霽
図
」
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れ
、
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
峰
の
形
態
を
際
立
た
せ
て
独
立
的
に
表
す
効
果
が
あ

る
。
下
ほ
ど
大
き
め
で
色
濃
く
、
左
上
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
や
や
小
さ
く
薄

く
表
現
し
て
、
遠
近
や
高
低
も
感
じ
さ
せ
る
。
画
面
下
部
に
最
前
景
と
し
て
大

き
め
の
岩
塊
を
配
置
し
重
心
的
な
役
割
を
担
わ
せ
て
、
複
雑
な
画
面
に
安
定
感

を
も
た
ら
す
形
式
は
、
明
代
絵
画
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
主
峰
左
側
の
滝
上

部
の
濃
色
の
部
分
は
下
に
な
る
に
つ
れ
だ
ん
だ
ん
と
淡
く
し
、
谷
の
奥
行
き
を

表
現
す
る
。
そ
の
中
途
に
主
峰
の
左
裾
を
対
照
的
に
よ
り
淡
い
色
で
組
み
合
わ

せ
て
主
山
の
立
体
感
を
示
す
。
ま
た
、
淡
い
朱
色
や
緑
色
で
岩
塊
を
塗
り
分
け

て
山
の
量
感
を
際
立
た
せ
て
い
る
。【
図
16
】
で
丸
く
囲
っ
て
示
し
た
台
形
状

に
突
き
出
す
岩
の
表
現
は
、
画
面
内
で
繰
り
返
し
見
ら
れ
る
。
康
熙
十
八
年（
一

六
七
九
）
作
の
藍
濤
「
玉
堂
富
貴
図
」（
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）【
図
17
】
中
の

岩
に
も
同
じ
形
態
が
あ
る
。
主
峰
左
側
の
谷
の
上
部
で
、
突
き
出
た
岩
の
下
を

円
く
抉
っ
て
向
こ
う
の
空
間
を
覗
か
せ
る
形
式
は
、「
嵩
山
高
図
」【
図
３
】
で

も
同
じ
箇
所
に
確
認
で
き
る
。

　

主
峰
、
支
峰
の
尾
根
は
と
も
に
上
に
い
く
ほ
ど
右
へ
湾
曲
し
て
い
く
（
図

16
。
点
線
で
図
示
。）。
こ
の
様
子
は
「
嵩
山
高
図
」
の
中
央
山
塊
に
も
見
ら
れ

る
。
本
図
で
は
尾
根
筋
の
湾
曲
の
下
部
は
、
喬
松
の
幹
の
湾
曲
に
繋
が
り
、
画

面
内
で
大
き
な
弧
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
画
面
左
下
は
図
16
で
示
す
よ
う
に

右
下
か
ら
左
上
に
向
か
う
斜
め
直
線
で
区
切
ら
れ
、
こ
の
方
向
に
岩
塊
が
組
み

上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
山
勢
表
現
や
構
図
の
し
か
た
は
、
范
明
光
「
倣
黄

公
望
山
水
図
」【
図
18
】
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

こ
の
范
明
光
の
山
水
図
を
所
蔵
す
る
山
岡
泰
造
氏
は
橋
本
末
吉
氏
が
大
阪
高

槻
の
自
宅
で
開
催
さ
れ
て
い
た
研
究
会
に
参
加
し
影
響
感
化
を
受
け
て
中
国
絵

画
を
蒐
集
な
さ
っ
た
。
本
図
と
も
縁
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。
范
明
光
は
崇
禎
年

間
に
活
躍
し
た
人
で
、
こ
の
図
は
、
自
題
に
よ
り
、
錫
山
の
華
氏
に
黄
公
望
の

真
跡
を
借
り
幾
月
も
摸
写
を
し
そ
の
神
髄
を
得
て
作
っ
た
、
崇
禎
十
三
年
（
一

六
四
〇
）
の
画
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
明
末
の
黄
公
望
理
解
を
考
え
る
上
で

非
常
に
重
要
な
作
例
で
あ
る
。

図
15　

弘
仁
「
黄
海
松
石
図
」

図
16　

 「

目
喬
松
図
」
主
峰
・
支
峰
お

よ
び
特
徴
的
な
岩
塊
の
位
置
の
指

示
図（
四
角
囲
い
は
濃
色
の
岩
塊
。

円
囲
い
は
台
形
状
に
突
き
出
た

岩
。
点
線
は
画
面
構
成
の
導
線
。）

図
18　

范
明
光
「
倣
黄
公
望
山
水
図
」

図
17　

藍
濤
「
玉
堂
富
貴
図
」
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本
図
で
は
、
山
の
量
感
を
表
現
す
る
の
に
、
や
や
濃
い
目
の
や
わ
ら
か
で
ゆ

る
や
か
な
線
で
山
襞
を
表
し
、
そ
の
線
を
ほ
ぼ
平
行
に
等
間
隔
で
連
ね
、
山
勢

の
向
き
に
同
じ
よ
う
な
形
態
を
積
み
上
げ
て
い
く【
図
１
、
６
、
７
、
８
、
19
】。

単
調
な
流
れ
で
山
襞
を
連
ね
る
の
で
は
な
く
適
度
に
左
右
に
揺
ら
せ
つ
つ
構
築

的
に
山
塊
を
形
成
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
側
に
は
ご
ろ
ご
ろ
し
た
岩
を
密
集
さ

せ
て
山
頂
付
近
と
成
す
。
黄
公
望
「
富
春
山
居
図
」（
台
北
、
故
宮
博
物
院
蔵
）

【
図
20
】
に
も
同
じ
よ
う
な
形
態
は
確
認
で
き
る
が
や
や
懸
隔
が
あ
る
。
范
明

光
の
作
【
図
18
】
の
方
に
よ
り
近
い
。
特
に
や
や
鋭
角
な
形
態
の
部
分
は
よ
く

似
る
。

　

山
の
表
面
は
、
さ
ら
に
細
か
く
み
る
と
、
淡
い
透
き
と
お
っ
た
墨
線
や
、
淡

緑
色
や
淡
朱
色
の
線
を
流
れ
る
よ
う
に
所
々
で
交
差
さ
せ
絡
め
さ
せ
つ
つ
画
い

て
山
肌
の
凹
凸
を
表
す
【
図
７
、
19
、
21
】。
多
様
な
淡
色
線
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
織
り
な
し
た
密
度
の
高
い
箇
所
は
窪
み
を
表
現
す
る
。
光
の
あ
た
り
に

く
い
部
分
に
は
さ
ら
に
淡
く
色
を
面
的
に
塗
り
重
ね
る
。
輪
郭
は
や
や
濃
い
め

の
墨
線
で
画
き
起
こ
す
よ
う
に
形
作
る
が
、
淡
色
の
面
や
線
を
忠
実
に
は
な
ぞ

ら
ず
、
濃
淡
を
さ
ら
に
重
ね
合
わ
せ
て
複
雑
な
様
相
を
呈
さ
せ
る
。
こ
こ
で
確

認
し
た
様
子
は
、
墨
色
の
み
に
よ
る
表
現
で
は
あ
る
が
、「
富
春
山
居
図
」【
図

20
】
で
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
形
式
と
同
じ
で
あ
る
。

・
苔
や
小
草

　

苔
や
小
さ
な
草
な
ど
を
点
で
示
す
表
現
は
、
岩
肌
の
表
面
や
窪
み
な
ど
土
が

堆
積
し
て
植
物
が
生
え
や
す
い
と
こ
ろ
に
画
か
れ
る
。
皴
線
が
交
差
し
て
密
度

の
高
い
部
分
ほ
ど
点
苔
も
多
い
傾
向
が
あ
る
。
岩
か
ら
離
れ
た
空
中
に
も
崖
か

ら
伸
び
る
羊
歯
な
ど
の
植
物
の
様
子
と
し
て
表
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
色
は
、
ご

く
淡
い
緑
色
か
淡
墨
あ
る
い
は
濃
墨
の
も
の
と
、
濃
墨
の
上
に
緑
青
を
重
ね
た

も
の
が
あ
り
、
ほ
ぼ
円
い
形
状
の
も
の
と
、
ご
く
短
い
太
め
の
筆
線
で
表
さ
れ

図20　黄公望「富春山居図巻」（第二紙部分）図21　 「 目喬松図」下辺中央やや左の部分

図19　 「 目喬松図」主峰下部

図23　 「 目喬松図」草叢と低木

図22　 「 目喬松図」支峰上の樹林
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た
横
長
の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
単
調
に
は
並
べ
ず
、
要
所
に
置
い
て
山
容

の
量
感
表
現
に
寄
与
さ
せ
る
。

・
滝
お
よ
び
流
水

　

滝
は
主
峰
の
左
下
辺
り
か
ら
支
峰
の
左
側
を
途
中
で
二
筋
に
な
っ
て
す
っ
と

流
れ
落
ち
る
。
滝
下
は
喬
松
に
隠
れ
て
見
え
な
い
が
、
そ
の
辺
り
は
や
や
白
っ

ぽ
く
表
さ
れ
る
。
流
れ
は
画
面
左
外
に
回
っ
て
か
ら
、
画
面
左
下
の
水
流
と
な

る
。
水
の
部
分
で
は
流
れ
を
表
す
細
線
は
使
わ
ず
、
白
抜
き
に
し
て
周
囲
を
淡

墨
で
塗
り
込
め
る
。
水
流
の
箇
所
で
は
、
水
面
に
も
微
か
に
淡
墨
を
施
し
流
れ

に
段
差
が
あ
る
こ
と
を
示
す
【
図
７
】。
落
水
の
合
間
の
岩
肌
は
、
が
さ
つ
い

た
輪
郭
で
形
作
り
、
飛
沫
や
濡
れ
そ
ぼ
っ
た
質
感
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

・
空
の
表
現

　

本
図
の
空
は
上
か
ら
四
分
の
一
位
の
高
さ
ま
で
ご
く
淡
く
色
が
施
さ
れ
下
に

い
く
に
つ
れ
だ
ん
だ
ん
と
ぼ
か
さ
れ
る
。
色
は
現
状
で
は
黒
っ
ぽ
い
が
当
初
は

鮮
や
か
な
藍
色
だ
っ
た
の
が
変
色
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現

は
南
宋
絵
画
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
明
代
絵
画
に
も
、
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒

川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
の
霞
の
か
か
る
空
の
様
子
な
ど
、
し
ば
し
ば
確
認
で
き

る
。
藍
濤
「
玉
堂
富
貴
図
」【
図
17
】
上
部
の
白
木
蓮
の
背
景
も
同
様
で
あ
る
。

・
樹
木
の
表
現

　

画
面
下
端
か
ら
半
ば
に
達
す
る
高
さ
で
、
三
本
の
松
の
大
樹
が
画
か
れ
る
。

そ
の
右
側
に
は
梢
は
葉
を
落
と
し
て
い
る
が
ま
だ
葉
を
多
く
残
す
大
樹
が
あ

る
。
そ
の
葉
は
紅
葉
し
て
い
る
が
表
面
に
白
色
顔
料
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
、
四
本
の
大
木
は
画
面
下
で
上
に
向
け
て
扇
を
開
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
。

対
し
て
、
支
峰
上
の
松
、
紅
葉
し
た
樹
、
落
葉
し
つ
つ
あ
る
木
々
、
針
葉
樹
な

ど
は
、
直
立
気
味
に
生
え
る
【
図
22
】。
他
、
画
面
右
下
の
岩
の
近
辺
に
も
紅

葉
し
た
低
木
や
草
叢
が
あ
る
【
図
23
】。
広
葉
樹
な
ど
の
葉
、
下
草
は
、
濃
墨

線
で
輪
郭
を
と
る
。
下
草
の
表
面
に
も
白
色
顔
料
が
施
さ
れ
る
。
紅
葉
が
あ
り

葉
も
落
と
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
晩
秋
か
ら
冬
の
頃
が
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
降
雪
し
た
様
子
は
無
い
の
で
、
葉
上
の
白
色
は
霜
を
表
現
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　

松
の
幹
は
捻
れ
た
よ
う
な
形
を
し
、
露
根
や
虚
窩
の
周
囲
を
淡
色
で
表
し
、

樹
勢
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
上
方
の
針
葉
樹
も
幹
の
根
元
付
近
を
淡
く
表
し
て

周
囲
と
明
確
に
区
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、「
江
山
平

遠
図
」【
図
14
】、「
倣
黄
公
望
山
水
図
」【
図
18
】
な
ど
、
明
末
絵
画
に
し
ば
し

ば
確
認
で
き
る
。

　

松
の
葉
は
【
図
24
】、
淡
緑
色
と
濃
色
の
葉
を
ほ
ぼ
交
互
に
組
合
せ
、
上
半

の
み
の
放
射
状
（
ほ
ぼ
半
円
形
）
に
配
置
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
は
や
や
下
に

凸
に
弧
を
描
く
。
そ
し
て
多
く
の
箇
所
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
な
半
放
射
状
部

分
を
少
し
だ
け
下
に
ず
ら
し
て
上
の
半
放
射
状
部
分
に
重
ね
て
表
し
、
複
雑
で

自
然
な
枝
葉
の
様
子
に
見
せ
る
。
さ
ら
に
葉
の
部
分
は
微
か
な
淡
緑
色
で
ぼ
か

図24　「 目喬松図」松葉

図25　「 目喬松図」高士周辺
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し
を
い
れ
る
。

　

松
の
枝
ぶ
り
は
、
題
賛
で
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
龍
が
舞
う
よ
う
な
様
子
を
見

せ
る
。

　

針
葉
樹
の
葉
は
【
図
22
】、
濃
淡
を
つ
け
た
水
平
方
向
の
長
短
の
線
を
幹
の

左
右
で
縦
に
積
み
重
ね
て
表
す
。
そ
の
線
端
は
樹
幹
に
少
し
懸
か
る
。「
富
春

山
居
図
」【
図
20
】
や
「
倣
黄
公
望
山
水
図
」【
図
18
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

水
平
線
を
幹
に
横
切
ら
せ
て
上
下
に
積
み
重
ね
る
表
現
と
は
異
な
る
が
、
樹
幹

を
ほ
と
ん
ど
見
せ
る
よ
う
な
形
式
は
用
い
て
い
な
い
。

・
高
士
と
そ
の
周
辺

　

喬
松
の
幹
に
透
か
さ
れ
た
向
こ
う
の
空
間
に
二
人
の
高
士
が
向
か
い
あ
う

【
図
25
】。
何
か
白
い
座
布
団
の
よ
う
な
も
の
を
敷
い
て
地
面
に
坐
し
て
い
る
。

右
方
の
高
士
は
背
を
向
け
て
い
る
が
、
ち
ょ
う
ど
滝
を
望
む
よ
う
な
配
置
と
な

っ
て
い
る
。
人
物
達
は
淡
墨
を
用
い
て
、
衣
文
は
き
び
き
び
と
、
頭
部
は
繊
細

で
柔
和
な
線
質
で
丁
寧
に
表
す
。
肌
に
は
色
を
さ
す
。
衣
服
の
部
分
は
ほ
の
白

く
見
え
て
い
る
が
、
絹
の
欠
損
し
た
箇
所
に
真
っ
白
な
色
が
覗
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
白
色
顔
料
の
裏
彩
色
に
よ
る
発
色
と
思
わ
れ
る
【
図
26
】。
高
士
の
背

後
の
谷
側
に
は
輪
郭
線
の
無
い
淡
緑
色
で
葉
叢
を
表
す
。
二
人
の
左
側
に
は
棕

櫚
が
二
本
あ
り
【
図
27
】、
右
側
に
は
芭
蕉
と
思
わ
れ
る
葉
が
垣
間
見
え
る
【
図

28
】。

　

ふ
た
り
の
人
物
の
間
に
大
樹
を
置
く
構
図
の
し
か
た
は
、「
嵩
山
高
図
」【
図

３
】の
右
下
部
分
に
も
見
ら
れ
る
。
文
徴
明「
真
賞
齋
図
巻
」（
上
海
博
物
館
蔵
）

は
後
世
の
摸
本
と
思
わ
れ
る
が
、
同
様
の
表
現
を
確
認
で
き
る
【
図
29
】。
趙

左
「
竹
院
訪
僧
図
」（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）【
図
30
】
に
も
同
じ
形
式
が
あ
る
。

こ
の
図
で
、
三
樹
の
生
え
際
を
斜
め
上
向
き
に
並
べ
、
上
方
で
は
樹
勢
が
広
が

る
よ
う
に
配
置
す
る
形
式
や
、
右
下
の
小
山
と
左
上
奥
の
淡
青
色
の
遠
山
と
を

図27　 「 目喬松図」高士（左）

図26　 「 目喬松図」高士（左）

図28　「 目喬松図」
　　　松樹幹と芭蕉

図
29　

文
徴
明
「
真
賞
齋
図
」（
部
分
）

図
30　

趙
左
「
竹
院
訪
僧
図
」
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対
角
線
上
で
対
比
す
る
意
識
も
本
図
と
共
通
す
る
。
明
代
後
期
に
文
人
の
間
で

流
行
し
て
い
た
形
式
を
本
図
で
も
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
図
が
、
宋
元
古
画
を
踏
ま
え
、
特
に
基
礎
的
な
造
形
の
し
か
た
に

黄
公
望
の
方
法
を
用
い
、
明
代
後
期
の
呉
派
な
ど
の
絵
画
か
ら
表
現
形
式
を
取

り
入
れ
て
い
る
こ
と
を
大
筋
に
お
い
て
確
認
し
た
。
形
式
分
析
そ
の
も
の
や
他

の
作
例
と
の
関
連
付
け
な
ど
不
十
分
な
と
こ
ろ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
と

も
あ
れ
、
伝
記
で
確
認
で
き
た
藍
瑛
の
姿
は
、
本
図
を
見
れ
ば
沸
々
と
現
れ
て

く
る
。
題
賛
の
内
容
も
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
し
、
二
者
に
よ
る
書
も
楽
し
め

て
、
ま
さ
に
詩
書
画
三
絶
の
作
と
言
え
よ
う
。

　

末
筆
な
が
ら
、
発
表
の
場
を
く
だ
さ
っ
た
大
阪
市
立
美
術
館
様
、
作
品
調
査

を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
様
、
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
関

係
の
皆
様
、
京
都
で
開
催
の
曽
布
川
寛
先
生
の
中
国
美
術
研
究
会
の
皆
様
お
よ

び
御
指
導
頂
い
た
先
生
方
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註１　

横
寸
法
に
つ
い
て
は
、
初
期
の
諸
文
献
で
は
、
六
五
・
二
㎝
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
が
、
九
五
㎝
程
度
と
い
う
の
が
正
し
い
。
測
定
誤
差
が
あ
る
の
で
、
現
状

で
も
九
五
㎝
台
で
記
載
寸
法
は
ば
ら
つ
く
。
こ
こ
で
は
最
近
の
測
定
結
果
に
従
っ
て

お
く
。

２　

藍
瑛「
嵩
山
高
図
」天
啓
七
年（
一
六
二
七
）作　

絹
本
著
色　

一
九
四
・
〇
×
九
七
・

四
㎝　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
。
一
九
〇
六
年
十
月
十
九
日
、
岡
倉
天
心
が
北
京
琉
璃

廠
徳
珍
斎
に
て
購
入
。『
岡
倉
天
心
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
』
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

一
九
九
九
年
、
図
七
一
参
照
。
本
文
掲
載
の
文
献
中
④
⑦
⑭
⑮
に
本
図
と
の
相
関
に

つ
い
て
指
摘
が
あ
る
。

３　
『
東
城
雜
記
』
巻
下
で
は
藍
深
を
藍
瑛
の
子
と
し
、『
国
朝
画
徴
録
』
巻
上
で
は
藍
濤

を
藍
瑛
の
子
と
す
る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。

４　

画
史
叢
書
本
で
は
、
馮
仙
湜
の
鑒
閲
、
藍
瑛
と
謝
彬
の
纂
輯
と
な
っ
て
い
る
が
、
余

紹
宋『
書
画
書
録
解
題
』で
は
藍
瑛
と
謝
彬
の
纂
輯
と
い
う
の
は
偽
託
で
あ
る
と
す
る
。

画
史
叢
書
の
編
者
、
于
安
瀾
氏
も
そ
の
考
え
を
基
本
的
に
踏
襲
す
る
。

５　

文
献
⑩
で
は
、「
六
翁
、
三
老
師
」
と
切
っ
て
読
ん
で
お
ら
れ
る
。
そ
の
可
能
性
も
想

定
で
き
る
が
、
文
脈
で
は
ひ
と
り
の
人
物
が
賞
讃
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
箇
所
で
擡
頭

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
描
写
内
容
に
つ
い
て
も
多
く
の
人
が
画
か
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
で
は
「
六
翁
三
」
と
号
し
た
人
物
を
老
師
と

仰
い
で
い
る
と
解
釈
し
て
お
く
。

６　

文
献
⑩
で
は
、
包
胤
長
が
ど
ち
ら
の
門
人
か
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
喬
松

歌
一
首
も
藍
瑛
自
身
の
作
と
し
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
お
ら
れ
る

が
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。

 

（
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
）




